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輌 地域f陪華R化計画の運菊朋犬況と取り巻く環境の変化(P3～P4)
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ラン21の 展開方策(P5～P6)

様々な分野においてlTを活用するため、情報化により目指
す方策を6つのビジョンに分けて整理し、28に のぼる具体
的な展開方策を定め、取り組みます。
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鋸ロエ臀諫繋 ソ畿螢

1 が目才旨すこと( P フ～P 8 )

■  展 開方策の中から、重点的に取り組む方策を3つのプロジ
■   ェ クトとして抽出し、情報化を加速するけん引役として早
1   急 に取り組みます。
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主な用語の解説(Pll)萎



「いま、lTを活用して4可ができるか?」
米地域情報化計画で実現した主なわの

市のホームベージを通じて

・イベント案内や各種講座などの最新の情報収集
・各種申請書のダウンロー ド
・大雨や台風など災書時の情報収集
。観光情報の収集
・歴史や文化資産の情報収集 ‐
。ボランティア活動に関する!情報収集
・市の条例規則や市議会会議録の検索

などができるようになりました1

小・中学校では、コンピ立■夕教室に

ある教育用コンピュータや学習用コン

テンツを活用した学習ができるように

なりました!

また、サンエールかこしまなどで開催

される講座を通じてlTを学べるように

なり、この講座を通じて情報ボランティ

アの方々が活動されています。

生涯学習情報システム(キュー トピア・

ネット)により、インターネット上で缶

種講座の申し込みや施設予約ができる

ようになりました!

情報関連産業の育成支援拠点施設「ソフ

トプラザかこしま」において、lT関連の企

業が活発に活動しています。

また、商店街のホームページ作成など中

小企業の情報化も進んでいます。



チ

ADSLや 光ファイバーなど高速・超高速のインターネ
ット通信網の整備が進んできています。このことにより、
インターネットの利用方法がP情報の検索」や「電子メール」
「オンラインショッピング」などに加えて「音楽や映画な
どをダウンロー ドして楽しむ」ことなどに拡がつてきて
います。

また、インターネットを利用する方々も急激に増えて
きています。
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ンターネット利用人国の推移(総務省平成14年版情報通信自書より)

等

の実施

ソ

国や県では電子政府・自治体の実現や高速インターネ
ット回線の整備。人材育成などを強力に進めています。

国 !「e一iapan」戦略

※わが国が5年以内に世界最先端のIT国家になる
ことを目標としています

県 :「かこしま情報フロンティア21構 想」

′幸ri響~!工
課の多様化r情報化に対する捕廃蓼

ざ

市民アンケートを行い、
・情報関連機器の所有率やインターネット利用率の増加
・IT機器の利用方法や利用目的などの多様化
F情報化の進展に伴う様々な不安

などのデータをまとめました。



地域ITプラン21の 展開方策

防■策■t嶋 ■境

ビジョン8

懐榔輩験通な話貫生活がおくるる都韓
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重点的に軽り組む3つの軽ロジェクト

◆lT機器操作の習得段階に応じた対応(方策3・13・14)

◆情報ボランティアの活用(方策14)

◆ITに関するイベントの開催(方策21)

◆ITを活用した事業化に対する支援(方策19)

lTを
“
いつでも・どこでも

"活
用できる体

制や環境を整備 し、市民の目に見える便

利さを実現することを目指 します!

◆市民総合交流ネットの構築(方策1・12・26・27)
◆電子市役所の構築(方策6～9)

なることを目指 します 1

◆地域産業の情報化支援(方策17)

◆情報関連産業,30HO事 業者の育成支援(方策18・19)

◆ITを活用したインターネット上のにぎわいの創出(方策22)

(地域情報の総合ポータルサイトの構築)

|,1111:::|:::::':||
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電子市役訳 便姦 ゆ 貞 晶 実境

で

■申請書・届出等手続きが24時 間、どこからでもで

きるようになります(平成 16年 度～)

■住民基本台帳カー ドを活用 した各種サービスの

提供につしヽて検討を進めます(平成 16年 度～)

■入札・契約に関わる手続きがインターネットを通

じてできるようになります(平成 17年 度以降)  ‐

■地域の地図情報をインターネット上で活用でき  |

るようになります(平成 1フ年度以降)     ‐

等

小中学校の普通教室にパソコンを整備し、インタ
ーネットなどに親しめるようになります

(平成15年 度～)

体系化されたIT講習の受講や情報ボランティア
としての様々な活動ができるようになります

(平成15年 度～)

図書館の蔵書がインターネット上で検索・予約で

きるようになります(平成15年 度～)

等

肝を活用し詫鬼場レェ晶ぃづあ
等

地元企業の情報化をさらに促進します

(平成15年度～)

lTを活用したSOHO事 業者の育成支援を図りま

す(平成15年度～)

官民の枠を超えた、鹿児島の魅力あ石、れる地域情
報を発信する総合的な情報提供窓回をつくりま

す(平成16年度以降)
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情報化を進めるために

パソコンを活用できる度合しヽや触れる機会が少

ないことなどによる情報格差(デジタルディバイド)

が生じることがなしヽよう、

ぼ体系化されたIT講座の開催

詳情報ボランティアの活用

諏窓□での変らなしヽ行政サービスの提供

のインターネットに接続されたパソコンに触れる

場の拡充

などに取り組みます。

4青報通信基盤の整備については、市民の皆さん

や企業の方々が高速かつ大容量の回線を低廉な使

用料で利用できることが最も重要です。

そのため、地域内における情報化の積極的な推進・

需要倉」出による民間事業者の整備促進、市の有す

る電子データ等の情報量の増大に伴う行政ネット

ワーク通信網の高速化、市民の皆さん。企業・大学・

市役所が連携 したネットワークの形成、ブロー ド

バン ド化に対応した魅力あるコンテンツづくりな

どに努めます。

市役所の電算システムの中に|よ、住民記録 ・税 ・

福祉など市民の皆さんの大切な情報や財務などの

情報があります。

そのため、市では個人1着報の保護を図るため「電

子計算組織に係る個人情報の保護に関する条例」

を制定し、情報を管理してしヽる課のデータに対す

る他の課からのアクセスには厳重に制限をかけて

しヽます。また、市の1青報資産を内外のあらゆる脅威

から守ることを規定した「情報セキュリティポリ

シニ」を策定しています。

1青報化社会が進展する中、データの破壊や流出

などの危険性につしヽて常に認識しつつ、情報資産

を守るための最新技術の導入と1青報資産を守る高

し`意識で個人4青報の保護に取り組みます。

パソコ〕などをi果作ださをしヽと

取つ残されるので138しヽ 力ヽ?

光ファイバーなどを自宅で気軽に

使えるように、情報通4言塁盤の整備

力1必要て
'138し

かヽ?

市のコンピュー日の中に|さ

市民の大切8情 報が入つていま0。

ネットワーク社会の中で1国人情報を

どのように守つてしヽくのか?

・ヽi..ち           ′,,.・メヤf!::!官!i!ど!!古!:::::::!i!古!!!it

いし
| | | | | 十1 1 1 1 ! | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | l i ! l i l l l l l l l 十1 1 1 1 1 i l l l l l l l l l l l l l : | | | | | | | | ' | | 1 1 1 , 1 1 1 1 1 1 1 1 , | | | | | | | | l i l l l l l l l l l l l l l l l l l l l 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 : | l i l l l l l

ワ

一



展開方策にある〕ステムをどんど

んつくると開発や運営に多大なコ

ストが力ヽ力1るのこ
ri3を

しヽ乃1?

市町村合併への対応13

どのように0る のか?

方策の実現にあたって|よ、利用する市民の営さん

の立場からその必要性や効果を検討し、最小限のコ

ス トで最大の行政サービス「□一コス ト・八イサー

ビス」が可能なものについて進めてしヽきます。

さらに、データが既に構築されているシステムと

重複する場合や行政サービスの向上に大きな効果

が見込めないシステムなどについて|よ、常に見直し

を行い、システムの統廃合などにつしヽても検討を行

しヽます。

市町村合併への取り組みとしては、

禁地域1着報化の推進

む1青報通信基盤の整備

譴電算システムの円滑な統一

などが必要となります。

また、合併する市町村だけで|よなく、県や隣接す

る自治体などとの連携も図りながら取り組んでい

きます。

地域情報化を着実に進めるためには、市民の皆さ

ん。企業の方々・大学・市役所が参加 し、相互に連携

してその推進体制と進捗状況のチェック体制を確

立することが重要です。

そのため、「市民の 市 民による 市 民のための

情報化」となるよう、それぞれの方策に取り組む際|よ、

市民の曽さんの意見を十分に反映できる体制を整

備します。

み

計画をつくつても、
キチ〕と実行される|」れぼ

無駄ることで138しヽ乃1?
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主な用語の解説

lT

ADSL

SOHO事 業者

情報リテラン■■■

ダウンロ■ド■■■
‐

パブリツ|ク由メンート

光フーァイパ■‐

ポ■タルサイ|ト

‐ ‐| | ‐‐ | ‐‐| ‐|  ‐
‐‐| ‐‐■ ‐| ‐‐‐ ‐| ‐

無線LAN■ |■|

ASyrlnrlnetricDigitalSubsc可berLittee卜対神型デプタル加入
者線)の陥も電話用のメタリックケーブルにモデム等を設置する
ことにより、高速のデジタルデニタ伝送が可能となる

lhformationTechn610gyの路で 直ヽ接的には「f情報通信壊術」の
ことを言う。しかしながら、定義はあいまいでコンピユT夕機器や
ラフトゥェァ・情報通信技術に関わる設備、使用方法なども含む

企業に属さない4国人起業家や自営業‐者等が情報通信ネットワー

クや情報通信機器を活用し、自宅ゃ小規模な事務所で仕事をする

独立自営型のワークスタイル    |

f情報通信機器の操作や情報に関する郷識、倫翠など情報化社会に
対応するための暮礎的な能力のこと|   |

|ネウトワ■ク上の他のコンピュ■夕にあるデータ‐等を、自‐分のコ

ンピユ■タヘ転選し、自分のロンピュT夕に保存すること

‐おま龍議が
―最条の―立薬等をおお―うとする藤i:をあ案を公表‐じ、こ
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